
向陽中PTA 組織・運営体制の見直し

テーマ：Withコロナの時代に合わせた活動の任意化・最小化・オンライン化

向陽中学校PTAでは、昨年度より新型コロナウィルスの状況を見つつ、該当年度の役員・委員が
中心となり、臨機応変かつ可能な範囲で活動を続けている状況です。
しかしながら、現在でもコロナの今後については見通しが立っているとは考えにくく、今後数年に渡っ
て現在のような状況が続くことも想定する必要があると考えています。
そこで、本PTAにおいてもこれまでの組織・運営体制に縛られず、来年度以降にPTAを担って頂け
る方々が、無理なく安全に、分かり易く活動して頂けるよう、抜本的な見直しをかけてまいります。



・「PTA」の呼称は残す(保険契約等その方が何かと都合が良い)

・加入は強制せずリマインドメールを1回のみとし、それ以上の勧誘は行わない(任意加入の徹底) ※令和3年度から実施

・常任は事務局(旧執行部)のみとし、全ての委員会を廃止

代表1人（行事等での挨拶は全て廃止/CS,地教連等地域の会合への出席は継続）

副代表3人（ボランティア係の取りまとめ＋PTA図書管理）

会計2人（会員/会計管理と保険窓口）

庶務2人（文書作成・学校ホームページ掲載管理・PTAデータ管理）

広報2人（年度始めの教職員紹介号作成・配布は電子データのみ(HP掲載のかたちで)）

選管3人（次年度事務局選出(前年度事務局経験者から３名以上を募る)）

・ボランティア係は今より厳選して人数少なく、完全ボランティア制

→1人も手を挙げなければ事務局だけでできる範囲で手伝う

・P協は令和3年度一杯で退会(PTA保険は単P加入のため現在の契約を継続)

・行政への要望は・・・校長と執行部で意識を合わせ必要に応じて校長会にて発信していただく / CS(学校運営協議会)との連携

・以下の施策により予算を大幅圧縮(会費を2800円→1500円/年とする)

広報誌含む全ての文書の電子化による印刷費、消耗品費の削減

全ての会合のオンライン化による会議費、備品費の削減

卒業記念品の配布を今年度をもって廃止/または予算縮小(今年度は配布する)

PCとプリンタは処分、印刷機は必要な場合に備え据え置き(保守費用は機器積立金として確保)

・従来の活動の再開が必要となった場合に備え、活動マニュアルをR3年度中に整備

見直しの概要



組織の改正

現状 改正後

役員 学校

会長

副会長(4人)

会計(2人) 書記(2人)

顧問：校長
副会長：副校長

会計監査

委員会

学級(9人) 地域(9人)

広報(9人) 役選(6人)

お手伝い係

合計189人 合計232人

事務局 学校

代表

副代表(3人)

会計(2人) 庶務(2人)

顧問：校長
副会長：副校長

会計監査

ボランティア係

最大103人

合計(最大で)117人

広報(2人) 選管(3人)



事務局の役割
役職 人数 役割 備考

全体 -
・入学式/卒業式の列席
・PTA総会（年1回）
・運営会議（各学期1回程度）

・ボランティア係取り纏め
・向陽こどもまつり実行委員

代表 1名
・PTAおよび事務局の取り纏め
・総会/各会議の主催と取り纏め
・PTA配布物内容チェック

・学校運営協議会出席（月1回）
・地域教育連絡協議会出席（年3～4回）

副代表(内部担当) 1名
・総会/各会議の日程調整/取り纏め/進行
・学校と事務局の窓口

・ボランティア係取り纏め（運動会/向陽祭/
給食試食会）
・PTA図書管理

副代表(外部担当1) 1名
・青少年育成委員会会合出席（年8回）
・地域教育連絡協議会出席（年3～4回）

・ボランティア係取り纏め（町ぐるみ運動会/
祭礼パトロール）
・PTA図書管理

副代表(外部担当2) 1名
・KSCC理事会出席（月1回）
・震災救援所運営連絡会出席（年6回）

・ボランティア係取り纏め（震災救援所訓練/
セーフティ教室）
・PTA図書管理

会計 2名
・PTA会費管理（通帳/印鑑/帳簿管理）
・PTA保険契約管理
・予算案/会計報告書の作成/報告

・備品/消耗品の購入
・経費精算
・コピー機/印刷機の管理

庶務 2名
・総会/各会議の資料作成、議事録作成
・各資料のメール配布/ホームページ掲載依頼
・次年度事務局選出(※)

・PTAデータ管理（Gmailアドレス/Googleド
ライブ/Googleフォーム）

広報 2名 ・広報誌取材/作成/ホームページ掲載依頼（年1～2回）

選管 3名 ・次年度事務局選出



委員会活動の統廃合

委員会 活動 従来 来年度以降 備考

共有 P協主催PTA活動セミナー参加 委員長・副委員長が出席 廃止 P協退会のため

P協専門委員会参加 委員長・副委員長が出席 廃止 P協退会のため

学級 学級懇親会 各学級委員が主催 廃止

修学旅行プレゼン参加 １年生学級委員が出席 １年生会員から希望者を募る

運動会手伝い 学級委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布のみ

向陽祭手伝い 学級委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布のみ

給食試食会手伝い 学級委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布のみ

卒業記念品・祝う会 学級委員会が対応 廃止または予算縮小

地域 祭礼パトロール手伝い 地域委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布のみ

町ぐるみ運動会手伝い 地域委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布＋参加

震災救援所訓練手伝い 地域委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布＋参加

セーフティ教室手伝い 地域委員会が取り纏め 事務局が取り纏め 事務局は人数把握と手順書配布のみ

青少年育成委員会対応 地域委員会が対応 事務局が対応

広報 広報誌取材・制作 広報委員会が対応 事務局広報が対応 配布は電子データのみ
取材は必要に応じてボランティアを募る

役選 役員（事務局）選出 役選委員会が対応 事務局が対応



予算案
今年度予算額 今年度決算額 来年度予算案 備　　　　　考 令和4年度以降の考え方

運　営　費 会議費 1.  総会費 ¥0 ¥0 ¥0 書面総会の為予算計上なし 同左

2.  会議費 ¥50,000 ¥0 ¥0 各委員会会議費 なぜ今まで金がかかっていたのか？→廃止

需用費 3.　消耗品費 ¥20,000 ¥0 ¥10,000 事務用品 ペーパーレス化で半減

4.　渉外費 ¥30,000 ¥0 ¥0 P協･分区歓送迎会費・他校行事祝金､他 P協は退会、祝金等は廃止(関係各所に通知)

5.　印刷費 ¥100,000 ¥0 ¥10,000 印刷用紙、トナー代、他 ペーパーレス化のため基本ゼロだが少額計上

6.　備品費 ¥10,000 ¥0 ¥0 PTA室/PTA図書 備品 予備費に編入

7.　修理費 ¥0 ¥0 ¥0 コピー機点検修理 同左

8.　通信・交通費 ¥10,000 ¥0 ¥10,000 研修会・会議参加交通費 同左

9.　慶弔費 ¥20,000 ¥0 ¥20,000 結婚祝い・お香典、他 同左

①小　　　計 ¥240,000 ¥0 ¥50,000

活　動　費 一般 活動費 10.　広報費 ¥90,000 ¥0 ¥10,000 ｢向陽だより｣印刷代､他 電子化により印刷代ゼロ、取材費として１万計上

11.　地域委員会費 ¥10,000 ¥0 ¥10,000 地域関連会費、各種交通費、他 同左

12.　学年・学級費 ¥63,000 ¥0 ¥10,000 1クラス×7000円　懇親会費、他 懇親会廃止、他活動で必要なければ0に

13.　役員選考委員会費 ¥9,000 ¥0 ¥0 互選会会議費、他 オンライン化のため不要

14.　卒業祝い費 ¥232,000 ¥0 ¥0 (卒業生100人+教職員7人)×2000円 令和3年度が最後　4年度から廃止

15.  研修会費 ¥25,000 ¥0 ¥5,000 育成会研修会費、同好会補助費(*) 同左

16.  図書寄贈費 ¥50,000 ¥0 ¥30,000 前年度の余剰金に応じて変動 同左

②小　　　計 ¥479,000 ¥0 ¥65,000

分担金 17.　分担費 ¥19,760 ¥0 ¥0 杉中P協分担金<(家庭数＋教員)×80円> P協は退会

予備費 18.　予備費 ¥0 ¥0 ¥30,000

準備金 19.　準備金 ¥150,000 ¥0 ¥0 次年度会費納入までの運営資金 不要(繰越金から当てれば良い)

積立金 20.　機器積立金 ¥30,000 ¥0 ¥30,000 別途会計に入金 同左

21.　周年行事積立金 ¥100,000 ¥0 ¥50,000 別途会計に入金 同左(但し半額とする)

保険料 22.　ＰＴＡ保険料 ¥22,800 ¥0 ¥21,000 家庭数×100円 東京セントラル(AIG損保)で¥20,048(令和3年度基礎数値で)

    ③小　　　計 ¥322,560 ¥0 ¥131,000

合　　　計（①＋②＋③） ¥1,041,560 ¥0 ¥246,000

前年度までの積立金 今年度の積立金 合　　計

機器積立金 ¥142,000 ¥30,000 ¥202,000

前年度までの残金 今年度の積立金 合　　計

周年行事積立金 ¥260,000 ¥50,000 ¥410,000

項　　　　　　　　目



ロードマップ

8月

9月 10月

10月 運営委員会

1月 2月 3月

会員向け説明会(オンライン)

学校側と
大枠合意

執行部内
で精査

説明会準備

5月4月

3月臨時総会
(会則改定)

6月 7月 8月

4月定期総会
(新体制発足)

11月 12月

マニュアル整備

12月 運営委員会


